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英国の舞踊教育システムに関する研究

一その現状と課題一

川口千代・大貫秀明＊

A　study　on　system　of　Daコ1ce　E伽cation　i皿the　Unitea　Ki皿gdom

Chiy6KAWAGUCHI，Hideaki　ONUKI

　　The　purpose　of　this　study　was　to　research　what　dance　education　shou1d　be　through　the

examination　on　system　of　dance　education　in　the　United　Kingdom．

　　Especia11y，we　examined　the　historica1facts　and　development　of　dance　education　in　the　Uni辻ed

Kingdom，and　we　took　ho1d　of　their　state　of　affairs　and　investigated　problems　in　these　days．

　1．緒　　言
　英国の舞踊教育は，Rudo1f　von　Laban（以下

Labanと略）の運動の分析と体系論と実践が背景

となって教育として普遍化したといわれる。前研

究では，英国の初等・中等教育のDanceSyl1abus

を中心に検討した。その結果，内容的には，身体

と動きの観点から，what（身体は何ができるか

一一全身，部位），How（どのように動くか一空

問，時問，力性，流れ），Where（どこへ一方

向，高・低など）を根底に，動きの原理から導き，

また，Re1ationshipをも強調し，いわゆる「自主創

造の活動と身体訓練，杜会的行動と身体訓練」の

総合された独自な教育形態をとっている1〕ことが

明らかとなった。

　英国においては，これまでの低年令からの発達

段階に応じた舞踊教育の充実を計っている一方，

近年，高等教育機関（HigherEducation，大学レ

ベル）における舞踊教育システムの急速な活性化

への動き2〕がみられる。
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　これら二つの動向は，一見，初等・中等・高等

教育と一貫性をもった有効な舞踊教育システムと

思われる。しかし，内実は困難な問題を含んでい

る現状である。即ち，初等・中等教育における舞

踊教育の内容と，新しく専科として誕生した舞踊

学士，舞踊修士，舞踊博士の課程の授業科目内容

の相違の問題や，修了後の進路の問題等があげら

れる。

　本論では，英国の舞踊教育システムに関して，

英国の舞踊教育の歩みをふまえ，現状を把握し，

そこに潜む今日的課題を明らかにし，我が国をは

じめ，今後の舞踊教育の在り方を論ずる上での方

向性を見いだそうとするものである。

　2．英国舞踊教育の歩み

　英国の学校教育における舞踊教育の始まりは，

体育のカリキュラムに舞踊が組み込まれた時期と

いえる。即ち，スウェーデン体操の創始者である

リング（Per　Henrik　Ling）の影響下にあったス

ウェーデン出身のオスターバーグ夫人（Mrs．

Martina　BergmanOsterberg）が1880年にロンド

ンのハムステッドに建てたThe　Vergman
Osterberg　Physica1Training　Conegeから始まっ

た。そこでは，ワルツがそしてスウェーデンのナ
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ショナルダンス等が教授された。この体育大学で

教育を受けた3〕教師たちによって，陸上競技，体

操，水泳そしてダンスが指導された。

　このオスターバーグの努力によって1909年に初

めてDance　Sy11abusの誕生をみた。この隆盛に更

に拍車をかけたものに，1912年に，当時ドイツに

拠を構えて活躍中のダルクロ』ズ（Emil　Jaques

Da1crose）のユーリズミックの英国への紹介が

あった。

　その後，著しい変化はみられなかったが，約20

年後，英国の舞踊教育界は一つのエポックを迎え

る。即ち，30年代に入り1．MlMarsh　Col1ege

（Liverpool），Nonnington　Co1lege（Kent），

Che1seaCol1ege（London），LadyMabelConege

（York）の各大学において次々とDance　Sy11abus

が作成され，カリキュラムにDanceの名称が登場

した。しかし，英国の舞踊教育界にとって，30年

代の真の意義は，Labanを英国に迎えたことであ

ろう。Labanは，モダンダンスの「運動」
（Movement）の感覚と理解を育てる上での高い

価値を説いた3〕。当時，ドイツのアドルフ・ヒト

ラー一の権力掌握にもとずく個人に対する政治的弾

圧と迫害のため，多数の自由主義的な体育改革者

達は，英国に活路を求めていた。その中のひとり

にLabanがおり，1936年に英国に渡り，寛容と勇気

の気風の申で彼の理論を発展させた3〕。Laban以

前にすでに，彼のモダン・ダンスの弟子兼学生で

あったクルト・ヨース（KurtJoose），スイガード・

レーダー（Sigurd　Leeder）等も渡英していた。

　Labanの来英以来，、Labanとその高弟であるリ

サ・ウルマン＜Lisa　Ullman）が開いた舞踊コース

は，すでに教育の現場にある舞踊に携わる教師た

ちを魅了したといわれる。

　舞踊コースは，ウェールズのニューポートから

始まり，本格的に拠を構えたイングランドのマン

チェスター（1943年），そしてサリー州のアドレス

デン（1953年）注ユ〕に移ってもその趨勢は止まるこ

とがなかった。

　この問に，Labanが英国の舞踊教育界に及ぼし

た影響は多大で，「英国の舞踊教育はすなわちラバ

ンの舞踊教育である」と極論されるに至った。公

立校（Maintainedschoo1〉，私立校（1ndependent

schoo1）を問わず，小学校（Junior，Primary），

中学校（Secondary）レベルの舞踊に携わる教師も

しくは舞踊に興味をもつ教師が何処にLabanにこ

れ程までに傾倒したのか関心のあるところである

が，これを裏付ける理由として，次の様なことが

挙げられる。

　当時，英国の教育界は，デューイ（John　Dewey）

のプラグマティズム4〕に基いた教育理念を軸に，

児童・生徒の主体性ならびに経験を重視し，しか

も自由で創造性を育くむことの可能な教育を目指

す気運が高まっていた。

　表現活動の一環としての舞踊は，この目的に合

致し，しかも，舞踊についての明確な理念を提示

したLabanあ出現は，機を得て重要視された。

　Labanの提示した理念3〕は，①運動の4つの要

素一一重さ（Weight）・空間（Space）・時問

（Time）および流れ（F1ow），②重さ・空間・時

間の8つの基本的組合せの動き（図15〕参照）
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Fig．1　The　six　effort　elements　and　the

　　　　eight　basic　effort　actions．Shaded

　　　　circles　show　e1ements　fighting

　　　　against，　open　circ1es　show

　　　　eIements　indu1ging　in，weight　or

　　　　space　or　time

Rudo1f　von　Laban「Modern
Educationa工Dance」5〕より

　　S1ash・Press・Wring・Punch・G1ide・Dab・

F1ick・F1oat，および，③16の運動のテーマ（表15〕



一119一

参照）を分析し体系づけた。

　Labanが，彼の理論の有効性を如何に強調した

かは，次の一文例6〕からも窺える。「強さの細やか

なニュアンスでPressとG1ideの感覚を区別するこ

とを学んだ人は，これら二つのEffortの問の移り

変わりが含まれている実際の課題を，このような

感覚を意識的にこれまで経験したことのない人よ

りずっと巧みに，かつ容易になしうるであろう。」

と述べ，また，「8つの基本動作を身につけた人

は，直面するいかなる課題に対しても正しい運動

を選ぶことができよう3〕」と，自信に満ちた主張を

している。

表一1

SIXTEEN　BASIC　MOVEMENT－THEMES

　　　　　　　　　ELE〃lElVτARプ〃’0γE〃lEWτ一τHE〃ES

1．Themes　concemed　with　the　awareness　of　the　body

2．The㎡es　concemed　with　the　awareness　of　resistance　to　weight　and　time

3．Themes　concemed　with　the　awareness　of　space

4．Themes　concerned　with　the　awareness　of　the　f1ow　of　the　weight　of　the　body

　　in　space　and　time

5．Themes　concerned　with　the　adaptation　to　partners

6．Themes　concemed　with　the　instrumenta1use　of　the　Iimbs　of　the　body

7．Themes　concerned　with　the　awareness　of　iso1ated　actions

8．Themes　concerned　with　occupationa1rhythms

　　　　　　　　　　AD兀4〈℃ED〃0γE〃EVτ一7刀E〃1ES
9．Themes　concerned　with　the　shapes　of　movement

10．Themes　concemed　with　combinations　of　the　eight　basic　effort　actions

11．Themes　concerned　with　space　orientation

12．Themes　concemed　with　shapes　and　efforts　using　different　parts　of　the　body

13．Themes　concerned　with　e1evation　from　the　ground

14，Themes　concemed　with　the　awakening　of　group　fee1ing

15．Themes　concemed　with　group　formations

16．Themes　concemed　with　the　expressive　qua1ities　or　moods　of　movements

Rudo1fvon　Laban「Modem　Educationa1Dance」5〕より

　この様な，16の運動のテーマに凝縮された

Labanの舞踊教育に関する理念は，それまでの漠

とした考えの舞踊教育の現場に，直接的に活用で

きるという安心感を与え，教師達は，次第に自信

をもって実際指導にあたった。

　こうして，いわゆる英国式の舞踊教育，即ち，

就学年令の低い段階からの舞踊教育は，舞踊に携

わる教師に多大の恩恵を与えつつ，充実し原型が

築かれたとみられる。

　しかし，その拡充・普遍化の一方で，Labanの心

酔者達による本来のラバンの理想とは異った方向

への主張がみられたり，方法論の表面的なとらえ

方のみに留まったりという現象が現われてきたと

いわれる。即ち，「16の運動のテーマ」は，授業計

画を立案する上でも段階がはっきりとして活用し

やすいということから，教師達が安易に安住の基

盤を固めてしまったという点。また，「Modern

Educationa1DanceとMovementは，すべての体

育の基礎であり，Labanの原理はすべての身体的

課題を分析するための枠組ばかりでなく，あらゆ

る競技とスポーツならびにダンスと体操の教授法

をも提供している3〕」と，主張する心酔者達が出て

きた点などから推察できる。

　たしかに，Labanの16の運動のテーマは，分析的

すぎるきらいはあるが，真の分析は創造につなが

るというLabanの理想とする理念を，すべての教
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師達が理解できえなかった点に問題があるといえ

よう。このことは，デューイの教育理念をも充分

にくみとれなかったことにつながる。ここに，英

国の舞踊教育におけるひとつのつまづきがあった

といえる。このことは，英国の舞踊教育が，発達

段階に則して内容の発展がみられ工），舞踊による

豊かな人問教育を指向していたにもかかわらず，

高就学年令層への拡充が必らずしも充分でなかっ

た事実からも推察できる。

　3．英国の高等教育機関における舞踊教育

　この問，アメリカでは7〕，1921年にM．ドウブラー

が“創造的芸術経験としての舞踊”として舞踊の

原論をうちたて，ウィスコンシン大学に，はじめ

て舞踊の研究と教育を位置づけて以来，大学レベ

ルを中心とした舞踊教育が，新しい形式の舞踊と

してM6dem　Danceをとり入れ，興隆の兆をみせ

ていた。

　英国の舞踊教育も，次第にその影響を受けつつ，

今日へと移行してくる。例えば，Bedford，

Dartford，Warwick　Co11egeならびにLeeds

UniVerSityなどで体育のカリキュラムの中に

Danceをとり入れるようになった。

　また，小・中学校レベルのカリキュラムでは，

単にDanceという単元名が，ModemEducationa1

Dance，Modern　Dance，Creative　Danceという

名称の変化をみることができ，その影響の大きさ

が窺える。

　更に，英国の舞踊教育の歩みの中で特筆すべき

は，大学レベルにおけるHuman　Movement
Studies（以下H．M．S．と略）という専科の誕生であ

る。1967年にロンドツ大学Goldsmiths’Co11egeに

設置され，H．M．S．の名の通り，人間の動きに関す

る学問として，内容的には舞踊の研究・実技を中

心としている。ここで，何故，Danceという名称を

使用せずにH．M．S．として専科を設置したかであ

るが，H．M．S．はその属性として舞踊を内包しつ

つ，より広い学問研究へのアプローチ，例えば，

舞踊と関連して人問行動における心理的側面等の

学問研究も可能であるとの考え方に帰因している。

事実，Labanotation，Effort　rotation，Motif

writingを使用してのMovementanalysisも，他の

学問領域の舞踊への応用と並行して教授されてい

る。

　しかし，何よりも名称をDanceではなく，

Human　Movement　Studiesとせざるをえなかっ

た大きな理由に，英国の大学のアカデミズム偏重

ということが考えられる。

　このことは，英国独特の国家検定試験制度1）8〕C．

S．E．（CertificateofSecondaryEducation・中等

教育証書），G．C．E．（Genera1Certification　of

Education・一般教育証書）の0レベル（Ordinary

1eve1・普通級）の試験科目に舞踊が加わる際にも

みられた。

　即ち，その認可に際しては，大学関係者の専門

委員会を設け，そこから論議を経て採択となる故，

かなり困難を極めたといわれている注2〕。また，内

ロンドン教育庁の舞踊教育者協会（I．L．D．T．A・

1nner　London　Dance　Teachers　Association）の

MicheI1e　Innis女史によると，G．C．E．のAレベル

（Advanced　leve，上級）に舞踊を加えるべく準

備中2）とのことであるが，この認可に際しても同

様の論議があるものと推測される。このような情

況にあって，英国舞踊教育に今ひとつ，新しい変

化がみられる。C．N．A．A．（The　counci1for

Nationa1Academic　Awards）注宮〕が大学の芸術分

野に，舞踊を］専科として認めたことである。

　1976年，Laban　Centre　for　Movement　and

Danceが，パイロット・ケースとして舞踊学士

（Bache1orofArtsinDance）のコースを設け，

1978年には，リサーチ・ディグリーとしての舞踊

修士（Master　of　Phi1osophy　in　Dance）ならび

に舞踊博士（Doctor　of　Phi1osophy　in　Dance）

が，そして，1981年には舞踊修士（Master　ofArts

inDance）が設けられた。ここに至って，英国の

特に大学レベルの舞踊教育は，体育の一科目とし

て，また，HumanMovementStudiesの別称のも

とに大学に存在すると共に，芸術分野の一専科と

してはC．N．A．A．の管轄下注4〕に存在することにな

り，更に，準備中のG．C．E．のAレベルの舞踊が実現

すると，他国に例をみない，初等・中等・高等教

育機関の縦のつながりをもったシステムの完遂を

迎えることとなる。

　4．システムの充実と間題点

　これまで述べてきた通り，システムの充実を迎

えつつある今日の英国舞踊教育界にも，現実的な

問題が潜んでいる。
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　1つは，LabanのMovement　Educationの理念

に根ざした，下からの教育を目指す初等，申等教．

育段階の舞踊教育の内容と，高等教育機関である

大学の舞踊専攻課程の教育内容（カリキュラム構

成）のギャップの問題である。現在，進行申の認

可されようとしているG．C．E．のAレベルの舞踊の

Sy11abusは，未公表ながら，その内容は，0レベル

と基本的には同質のものであるが，Oレベルより

一層細分化しているといわれる。ちなみに，0レ

ベルのSy11abusの内容は2〕，Technique，創作，舞

踊実践理論（Theory　ofPractice　ofDance一一例

えば，Labanotation，初歩の舞踊分析とその応用）

および舞踊史の三つの分野から構成されている。

0レベルの上級とされるAレベルの認定試験では，

これら大枠の内容が更に細分化した高度な形で要

求されてくるとみるべきであろう。しかるに，大

学の舞踊専攻の課程に進学を希望する者は，当然，

Aレベルを受験することになるであろうし，受入

れる大学側もAレベル合格を条件づけるであろう。

しかし，初等・申学教育段階での舞踊教育の内容

の範囲では，充分にAレベルに応えるだけの教育

がなされていないとすれば，Aレベルの舞踊を受

験しようとする者が非常に限られてくることが予

測される。

　問題の二つ目は，大学における舞踊専攻の教育

内容が，いわゆる教育を志向する形で構成されて

いない点である。舞踊専攻の卒業生は，教科教育

’関係の学習不足から，現行の英国の学校教育機関

における舞踊の教師として採用されることは極め

て困難な状況になっている。したがって，学校以

外の方面に活路を求めざるを得ない。多くの者は

現代舞踊界で舞台活動を目指そうとするが，その

可能性は極めて少ないといえよう。他の活路とし

ては，コミュニティ・センター等における舞踊関

係の実技指導，あるいは，精神科医との協力体制

による舞踊療法（DanceTherapy）なども考えら

れるが，いづれも需要度は低いとみられる。これ

らが，現在，英国の舞踊教育界が抱えるプラクティ

カルな問題点である。

　英国の舞踊教育界は，今確かに，その教育シス

テムの外郭を明瞭化しつつある。

　しかし，そのシステムが真の意味で完全か否か

は，上記の問題を考える時，疑問の残るところで

ある。

　5．結　　び
　今日の英国の舞踊教育は，初等・中学教育段階

における一貫した「自主創造の活動と身体訓練，

および社会的行動と身体訓練の総合された教育形

態」をもち，それを支える，大学の体育のカリキュ

ラムに組込まれた舞踊コース，Human
Movement　Stud1esや芸術学部に設けられた舞踊

専攻課程における舞踊教育と，縦のつながりを

もって教育システムが充実しつつある。しかし，

そこにはいくつかの問題が潜んでいることが明ら

かとなった。

　舞踊を教育として位置づけるには，舞踊の本質

をとらえた上で，「舞踊の教育」と「舞踊による教

育」の両側面からのアプローチが必要である。英

国の今日の舞踊教育は，初等・中等教育段階では，

「舞踊による教育」の考え方が強く，高等教育段

階では，「舞踊の教育」に力点がありすぎ，「舞踊

による教育」がなおざりにされてきつつあるとみ

られる。ここに，前述の問題が出てきた由縁があ

ると考える。舞踊教育は，年令の低い段階，経験

の浅い段階から，発達・経験に応じて，舞踊本来

の特性をふまえて，「舞踊の教育」「舞踊による教

育」の両側面からアプローチし，舞踊の洗練と，

舞踊によるより豊かな人問教育を指向すべきもの

と考える。

　本研究では，英国の舞踊教育システムの現状を

把握しつつ，その今日的課題を明らかにしたが，

英国に表わされた現象は，ややもすると，我が国

においても同じ轍を踏みかねない情況をもってい

るといえよう。

　今後，舞踊教育に携わる者ひとりひとりが，常

に「舞踊の教育」と「舞踊による教育」の両側面

からの教育指導内容を検討することが課題である

と考える。

注1）Labanの舞踊コースは，The　Art　ofMovement

　　Studioの名称で開発されていたが，1974年には，

　　Laban　Centre　for　Movement　and　Danceの名称

　　に変わり，ロンドンのニュークロスにある，ロン

　　ドン大学Goldsmiths’Conege内に移設された。現

　　所長はDr．Marion　Northである。

注2）C．S．E．の舞踊は1973年に，またG．C．E．の0レベル

　　の舞踊は1980年より発足している。．

注3）C．N．A．A．は1964年に王室より認許状（Royal



＿122一

　　Charter）を受けて以来，現在では英国における最

　　大規模の学位授与団体に成長した。その発足の根

　　本的な理由は，従来の大学が学位を出しにくい科

　　目に対しての学位授与ということにある。ちなみ

　　に，Polytechnicより授与される学位はすべてC．

　　N．A．A．のものである。

注4）ごく最近になり多少の変化がでてくる。1981年

　　度よりSurrey　Universityの芸術学部に舞踊の専

　　科が誕生し，また，1982年度よりKent　University

　　がLρndon　Contemporary　Dance　Schoolと提携

　　してBA　in　Danceの課程を発足させた。
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